
生徒のみなさんへ 

 

【集合時間・場所】 

 １日目：１２時３０分  ３号館４階 

 ２日目： ８時３０分  ３号館４階 

 

【持ち物・貴重品の扱い】 

 〇飲み物 

 〇昼食（２日目） 

  1 日目の受付前に昼食をとる場合は指定された場所でとること。 

 〇貴重品はできる限り持参しない。持参した場合は、各校で責任を持って管理する

こと。 

 〇大きな荷物は３号館４階３４０１教室に置くことができる。施錠するが貴重品は

置かないこと。紛失した場合、主催者側は一切の責任を負わない。 

 

【開会式】 

 〇１３時１０分から、３号館４階３４０６教室で開始。５分前には指定された席に

着席すること。 

 

【携帯電話・スマートフォン】 

 〇開会式・閉会式会場（（３号館４階３４０６教室）、介護技術部門会場（２号館２２

０２教室）では、電源を切るかマナーモードに設定すること。 

 〇特に介護技術部門に出場する生徒は、２日目の受付が終わった後、課題の流出を

さけるため、電源を切り鞄の中にしまうこと。課題検討室には持ち込み厳禁。 

 

【緊急時の対応】 

 〇各自、周囲の非常口の場所を確認しておくこと。 

 〇災害が発生した場合には、係の指示に従って、落ち着いて行動すること。 

 

【感染症対策について】 

 〇マスクの着用については個人の判断とする。 

 〇当日の感染状況によって、変更の可能性あり。 

 

【その他】 

 〇館内では静かに過ごすこと。 

 〇２日目の昼食は、３号館４階３４０６教室でとること。 

 

 

 

 

 

 

 



 

福祉研究部門に出場する生徒のみなさんへ 

 

【発表までの準備】 

 〇受付後に、３号館４階３４０６教室にて発表データを PC で確認し、その後抽選

を行う。 

 〇発表時にはパワーポイントなどのプレゼンテーションソフトを活用すること

（Google スライドでも可）。 

 〇当日は、大学内のインターネット環境は使用できない。 

  端末の持ち込みも可能。その際のプロジェクターへの接続は HDMI と C タイプの

接続端子を主催者側が用意する。 

 〇パワーポイントを持参する際は USB とし、動作環境の違いによる不具合を防止す

るため、フォントを埋め込んだ形での保存またはプレゼンテーションパックでの

エクスポートをお勧めする。  

 

【発表時の注意】 

 〇最初に学校名、発表者名を述べること。（例：〇〇高校の〇〇、〇〇、〇〇です。） 

 〇続けて、「よろしくお願いします」といい発表を始める。ここから計時を始める。 

 〇発表が終わったら「以上で発表を終わります。」と宣言する。 

 〇制限時間を厳守すること。発表時間は１０分（６００秒）。制限時間の１分前にベ

ルを鳴らす。１０分経過した時点で「やめてください」という合図があったら打

ち切りとなる。 

 〇発表中の機器のトラブル等は、各校で対応をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

介護技術部門に出場する生徒のみなさんへ 

【下見について】 

 〇1日目の１５時５０分より会場での下見を２号館２階２２０２教室で行う。 

【発表までの準備】 

 〇２日目は生徒が全員そろって受付をすること。 

 〇受付を終えたら、携帯電話、スマートフォンの電源を切り、各自、鞄にしまうこ

と。 

〇２号館４階音楽実習室２（男子）、２号館３階大会議室（女子）にて実習着等に

更衣を行う。学内は土足も可だが介護技術部門に出場する生徒で上履きや実習靴

を着用する際は更衣の際に履き替えること。 

 〇更衣の後、２号館３階大会議室で抽選を行う。 

 〇９時２０分から、２号館２階２２０２教室にて諸連絡を行う。 

  ２号館３階大会議室（（室室）に入ってから競技が終了するまでは係の先生以外と

は接触できない。緊急の用事がある場合は、係の先生に申し出ること。 

 〇課題検討室は２号館４階ピアノ自習室１または２号館４階ピアノ自習室３。第２

段階課題（当日課題）の検討時間は２５分間。 

 〇課題検討室及び競技会場には、各校で事前に準備した物品、アピール原稿を持ち

込むことができない。ただし、課題検討室に用意してある検討用の A4 用紙を使

用すること、競技会場に持ち込むことは可能。 

 〇課題検討が終わったら、係の先生の指示で、荷物を持って、競技会場（２号館２

階２２０２教室）へ移動する。 

 〇荷物は所定の場所（各部屋の入口）にきちんと整理しておく。 

  

【発表時の注意】 

 〇競技は、実技開始後７分でベルが鳴り、そこで打ち切りとなる。 

 〇利用者役は教員。 

〇進行の指示により、学校名と名前を言う。（（例：〇〇高校の〇〇、〇〇、〇〇です。） 

 〇進行の指示により、選手はスタート位置に立つ。 

〇アシスタントの生徒はアシスタント席に着席する。 

 ※ここまでは審査の対象にならない。 

 

 〇進行の「では始めてください。」の指示で実技を始める。ここから計時を開始。 

 〇実技が終わったら、スタート位置に戻り、「終わりました。」と宣言してアシスタ

ントの生徒と一緒に審査員の方を向く。その後、２分間で実施した実技について

のアピールをする。 

 〇アピールが終了したら、荷物を全て持ち自席に移動する。 

 

【発表後の注意】 

 〇退場した後は、他校の競技を見学する。生徒室室（２号館３階大会議室）には戻

れない。  

 〇交流会及び閉会式には、制服で参加すること。更衣は、介護技術部門参加チーム

すべての競技が終了後に行う。 


